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ス
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が
あ

り
ま
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＊
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。
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利
用
料
の
助
成
を
行
い
ま
す

当
協
議
会
の
『
愛
の
詩
基
金
』
の
利

息
を
財
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と
し
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、
利
用
料
の
半
額
助
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を
行
っ
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す
。
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親
家
庭
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帯
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。

社
協
は
、積
極
的
に
子
育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す

休
業
日
の
お
知
ら
せ

11
月
28
日
（
土
）
は
、
館
内
設
備
点

検
の
た
め
休
業
と
な
り
ま
す
。
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館
日

フ
ァ
ミ
リ
ー
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サ
ポ
ー
ト
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セ
ン

タ
ー
は
子
育
て
の
援
助
を
受
け
た
い
方

と
援
助
を
行
い
た
い
方
を
つ
な
げ
、
子

育
て
家
庭
を
支
援
し
ま
す
。

年末年始休業のお知らせ
（〇印…業務を行っている日）

事務局（中央市民会館）＊

けやき荘

くすのき荘

ゆりのき荘

ひのき荘

市民プール

こばと館

子育てサロン

「ふらっと」がもう

「ふらっと」おおぶくろ

介護支援事業

訪問介護事業

デイサービス「喜左衛門」

12
月
29
日（
火
）か
ら
1
月
3
日（
日
）は
お
休
み
で
す
。（
訪
問
介
護
事
業
は
通
常
通
り
サ
ー
ビ
ス
提
供
い
た
し
ま
す
。）
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＊企画管理課・地域福祉課（共同募金会越谷市支
会）・ボランティア相談コーナー・生活支援課
（地域包括支援センター、成年後見センター）

開催日：毎週火曜日～日曜日
 午前9時30分～
 午後5時
会　場：新越谷駅ビル
 ヴァリエ１階
 （南越谷1-11-4）

開催日：毎週木曜日
 午前10時～午後3時
会　場：越谷レイクタウン 
 水辺のまちづくり館
 （レイクタウン4-1-4）

親族が近くに住んでおらず、頼れなかったとき
に、こうして地域の志ある方に助けていただいたこ
と、わたしたち家族は忘れません。
娘も、親や先生とはちがう大人に大切にしていた
だいたことは、今後の成長にもつながっていくこと
と思っております。
また困ったときには相談させていただきます。
こうして頼る先があることは、何にも代え難い安
心感です。ありがとうございました。

利用会員さんから届いた声をご紹介します。

☆利用会員Aさん

『出産前後に上のお子さんを保育園へ送り迎えする活動』

息子たちを楽しく送っていただいており、提供会員
さんには感謝しかありません！

☆利用会員Bさん

『小学生のお子さんを習い事へ送る活動』

『子育てサロン ヴァリエ』

『子育てサロン 水辺のまちづくり館』

8月9日に令和2年度ジュニアボランティアスクールを開
催しました。毎年の夏休みの期間に小学生を対象に、福祉
教育の一環として開催しているプログラムです。
今年はオンライン上で車いすの生活をしている住田さ
んにお話をいただき、参加者から質問をするという内容で
した。

参加者は「私も駅やスーパーなどで、困って
いる人がいたら勇気をもって手伝いましょう
か？と声をかけてみようと思います」と感想
を語っていました。
住田さんは「皆さんには、どのようにしたら

『みんな』が暮らしやすくなるか、困ってる人
がいたらどのようにするかを考えていただき
ました。障がいのある人や困っていそうな人
の話を聞き、手を貸してくれる強い味方が増
えてくれたら、皆さんと同じように安心して
生活をすることができるようになると思いま
す」と参加者にメッセージを送りました。

『ジュニア
　ボランティアスクール』
『ジュニア
　ボランティアスクール』
『ジュニア
　ボランティアスクール』開 催 報 告

□授業の質問と回答について一部紹介いたします。

令和

2年度

街中にある
「バリア」を紹介

パソコンを使って
質問をする参加者

銀行のお金を出す機械（ATM）のように
画面が見づらいもの、さわっても
うまく動かないものは不便だと思います。

いろいろなところへ出かけ多くの人と接して
きましたが、差別を感じたり不自由にされた
ことはありません。

差別を感じたことはありますか？

自動販売機のほかに生活で
困ることや不便な道具はありますか？
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